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サーバ アクセス レイヤのためのユニファイド ファブリック

Cisco Nexus 5000シリーズの特徴

Cisco Nexus 5000シリーズは、ラインレート、低遅延でパケット ロ
スが発生しない、10ギガビット イーサネット、IEEE Data Center 
Bridging、および Fibre Channel over Ethernet（FCoE）に対応
した、データセンター向けスイッチのファミリです。

今日のデータセンターでは、強力なマルチコア プロセッサを搭載する
高密度なラックマウント型ブレード サーバの使用がますます増えて
います。ラック内のコンピューティング密度の急速な増加と、それに伴うバーチャライゼーション ソフトウェアの使用の増加により、10ギガ
ビット イーサネットおよびユニファイド I/Oの需要が高まっています。このような状況に最適なのがCisco Nexus 5000シリーズです。

低遅延、前面から背面への冷却、および背面ポートを備えたCisco Nexus 
5000シリーズは、10ギガビット イーサネットへの移行を進めているデータ
センターや、LAN、SAN、およびサーバ クラスタ、すべてを1つのリンク（ま
たは、冗長性のための二重のリンク）でネットワーク化して処理するユニファ
イド ファブリックを導入できるデータセンター向けに設計されています。それ
までは独立していたインフラストラクチャおよびケーブル配線が集約されて
利用率が向上するため、必要なアダプタやケーブルの数が最大 50%削減さ
れるとともに、冗長スイッチが不要になります。このインフラストラクチャの置

■ 製品の概要

Cisco DBCBアーキテクチャの主要コンポーネントです。データセンター
のスケーラビリティを向上させるレイヤ 2マルチパスなどの機能を備えてい
ます。また、複数のスイッチをまとめて1つのNexus 5000で管理する機能
もあります。

■ スケーラブルな 1/10GbE対応 L2スイッチ
カットスルー スイッチング アーキテクチャによって、いかなるフレーム長のフ
レームも低遅延での転送を可能にします。高密度の 10ギガビットで、次世
代データセンターにおけるイーサネット サーバ アクセスのパフォーマンスが
向上します。

■ HPCに最適な高パフォーマンス、低遅延 10ギガビット イーサネット

Fibre Channel over Ethernet（FCoE）によって I/Oを統合することで、
必要な電力供給量やケーブル配線が減り、データセンター ネットワークが単
純になります。

■ ユニファイド ファブリック
迅速なサーバ プロビジョニング、仮想マシン単位のセキュリティ、Quality 
of Service（QoS）という利点が VN-Link技術によってもたらされます。
またサーバ接続をユニファイド I/Oによってシンプルにします。

■ 仮想マシン最適化サービス

き換えの結果、電力供給と冷却のコストの大幅な削減という効果もありま
す。これは特に、ブレード サーバと同じ設計になっているラック最適化サーバ
の場合に顕著です。
ケーブル管理の単純化もCisco Nexus 5000シリーズの特徴であり、ホ
ストはどのネットワークにも、統一されたイーサネット インターフェイスを通
して接続できるため、新しいアプリケーションやサービスの迅速な導入が可
能になります。
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Cisco Nexus 5548Pは、1 ラックユニット（1RU）の 10ギガビ
ット イーサネット、IEEE Data Center Bridging、FCoEアクセ
スレイヤ スイッチです。

Nexus 5548Pは、小型ながら 960bpsのスイッチング容量を
実現し、32の1Gまたは10Gigabit Ethernet固定ポートには、
SFP+（Small Form Factor Pluggable Plus）フォーム ファク
タ対応のモジュールやケーブルを接続できます。また Nexus 
2000シリーズとFEXと接続することで 768以上の 1Gポート
を単一のマネージメントで収容可能です。

拡張モジュール スロット1は 1スロット、最大16ポートの
1G/10Gポート、もしくは 8ポート1G/10G+ 8ポートFCを搭
載可能です。

Nexus 5500Pはすべてのポートでノンブロッキング、ワイヤーレ
ートでのフレーム転送が可能です。その他、シリアル コンソール ポ
ート とアウトオブバンド10/100/1000 Mbpsイーサネット管理
ポート があります。2個の N+1冗長ホットプラグ可能電源と5個
の N+1冗長ホットプラグ可能ファン モジュールによって、前面か
ら背面への冷却が確実に行われます。

Cisco Nexus Data Center Switch Family

Nexus 5548P 概要

HPCに最適な超高速、低遅延 10ギガビット イーサネット

Cisco Nexus 5000シリーズ アクセス レイヤ スイッチは、カット
スルー方式による低遅延転送を実現します。どのようなサイズのフ
レームも1.6 ㎲（ユニキャスト、Nexus 5500シリーズ）で転送でき
ます。遅延、ジッタに敏感なアプリケーションのための接続としての
要件を満たします（一部超低遅延アプリケーションを除く）。フレー
ムロスなどを嫌うアプリケーションのために信頼性を高める仕組み

も提供します。Cisco Nexus 5000シリーズでは、すべての入力イ
ンターフェイスに仮想出力キュー（VOQ）を実装しているため、ある
出力ポートで輻輳が発生しても、他の出力ポートへのトラフィックに
影響が及ぶことはありません。また IEEE DCBによりロスレスなトラ
ンスポート環境を実現可能です。
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Nexus 5548 アーキテクチャ

■ 48ノンブロッキング 10GEポート
■ 32固定 1G/10Gポート
■ 低遅延、1.6  ㎲（ユニキャスト転送時）
■ 1 x 拡張モジュール スロット
■ L3ルーティング機能（2011年初頭予定）
■ Cisco FabricPath （2011年予定）
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次世代の仮想環境に最適なネットワーク

ユニファイド ファブリック、I/Oのエコパートナー

データセンターのリソースの利用効率を向上させる仮想化は、Cisco 
Data Business Advantageアーキテクチャに不可欠な技術です。

Cisco Nexus 5000シリーズ スイッチは、仮想化および仮想マシン
のモビリティをサポートするために、最適なネットワーク環境を提供
します。

仮想化によって複数のオペレーティング システムを同じ物理サーバ
上で稼働させ、VMware社のVMortionなど仮想サーバのモビリ
ティをサポートするためには、LANのための複数のイーサネットNIC
（Network Interface Card）やSANのためのファイバ チャネル
HBA（Host Bus Adapter）が必要です。FCoEを使用するとSAN
とLANのトラフィックの両方を1つのネットワーク アダプタに統合
できます。I/O統合とは、複数あるネットワークやストレージ アダプタ
を1つの統合ネットワーク アダプタ（CNA；Converged Network 
Adapter）に機能統合することです。したがって、これは、サーバ ス
ロットとスイッチ ポートの数を減らすだけでなく、I/Oや冷却に必要と
なる電力の削減にもつながります。

また、Nexus 5000は将来的にVN-Linkをハードウェアでサポートする予定です。VN-Linkをサポートすることにより、物理ネットワーク、
仮想ネットワークを一貫して設計、設定、管理することが可能になります。

シスコのDCBA戦略、ユニファイド ファブリック、ユニファイド I/Oはシスコだけで実現するものではありません。
サーバやストレージ メーカー、サーバやストレージに使用するアダプタ メーカー、仮想化と管理のツールを提供するメーカー、それからケー
ブリングや空調の最適化を図るファシリティ メーカー。
シスコは、業界の各トップ プレイヤーと協調してお客様の利益となるソリューションを提供していきます。

仮想マシンに最適化されたユニファイド I/O、ユニファイド ファブリック
仮想マシンを認識できる VN-Link

アダプタ仮想化と管理

ファシリティ

Nexus 5000 ストレージ メーカーのサポート状況

LAN LAN SAN A SAN B
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Cisco Nexus Data Center Switch Family

Cisco Nexus 5548 データセンター スイッチ標準構成

■ 拡張モジュール

FCoE、 Fiber Channel 用の製品型番については個別にお問い合わせください。

Nexus 5548 参考構成

製品型番 製品名 個数

N5K-C5548P-FA Nexus 5548 1RU シャーシ  32固定ポート、 Front-to-Back エア フロー、 2750W AC 電源、ファントレイ、1 
拡張モジュール スロット 1

SFP-10G-SR 10G BASE-SR SFP モジュール 16

SFP-H10GB-CU3M 10G BASE-CU SFP+ ケーブル 3 メートル 8

SFP-H10GB-CU5M 10G BASE-CU SFP+ ケーブル 5 メートル 16

N55-M8P8FP Nexus 5500 モジュール 8p 10GE Eth/FCoE + 8p 8/4/2/1G FC 1

N5KUK9-502N1.1 Nexus 5000 ベース OS ソフトウェア リリース 5.0 （2） N1 （1） 1

N55-8P-SSK9 Nexus 5500 ストレージ ライセンス 8 ポート 8

アクセサリ、電源ケーブル、その他　　       　　　　  

冗長可能な電源、ファン。 サーバと同様の背面ポート ケーブリング、前面から背面へのエア フロー

前面

背面

48 ポート マルチプロトコル マルチレイヤ スイッチ
 ・32 x 固定ポート 1G/10GE/FCoE/DCE
 ・1 x 拡張モジュール

■ Nexus 5548P

FC+Ethernet
 ・8 ポート 1G/10G
 ・8 ポート FC

Ethernet
 ・16 ポート 1G/10G

前面

背面

FC+Ethernet
8ポ ト1G/10G

Ethernet
・16ポ ト1G/10G
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冗長可能な電源、ファン。サーバと同様の背面ポート ケーブリング、前面から背面へのエア フロー

Cisco Nexus 5000データセンター スイッチ標準構成

Nexus 5020参考構成

■ 拡張モジュール

製品型番 製品名 数量

N5K-C5020P-BF Cisco Nexus 5000 2RUシャーシ、電源なし、5ファン モジュール、40ポート（SFP＋が必要） 1

N5K-M1600（＝） Cisco Nexus 5000 1000シリーズ モジュール 6ポート10ギガビット イーサネット（SFP＋が必要） 2

SFP-H10GB-SR（＝） 10GBASE-SR SFP＋ モジュール（SFP＋オプティカルのみ） 12

SFP-H10GB-CU1M（＝） 10GBASE-CU SFP＋ ケーブル 1メートル（SFP＋オプティカルとケーブル） 20

SFP-H10GB-CU5M（＝） 10GBASE-CU SFP＋ ケーブル 5メートル（SFP＋オプティカルとケーブル 20

N5K-PAC-1200W（＝） Cisco Nexus 5020 PSUモジュール、A/C、208V 1200W 2

N5KUK9-401AN1.1（＝） Cisco Nexus 5000ベースOSソフトウェア リリース 4.0 1

アクセサリ、電源ケーブル、ライセンス、その他

FCoE、Fiber Channel用の製品型番については個別にお問い合わせください。

Nexus 5010参考構成

製品型番 製品名 数量

N5K-C5010P-BF Cisco Nexus 5000 1RUシャーシ、電源なし、2ファン モジュール、20ポート（SFP＋が必要） 1

N5K-M1600（＝） Cisco Nexus 5000 1000シリーズ モジュール 6ポート10ギガビット イーサネット（SFP＋が必要） 1

SFP-H10GB-SR（＝） 10GBASE-SR SFP＋ モジュール（SFP＋オプティカルのみ） 6

SFP-H10GB-CU1M（＝） 10GBASE-CU SFP＋ ケーブル 1メートル（SFP＋オプティカルとケーブル） 10

SFP-H10GB-CU5M（＝） 10GBASE-CU SFP＋ ケーブル 5メートル（SFP＋オプティカルとケーブル 10

N5K-PAC-550W（＝） Cisco Nexus 5010 PSUモジュール、A/C、100-240V 550W 2

N5KUK9-401AN1.1（＝） Cisco Nexus 5000ベースOSソフトウェア リリース 4.0 1

アクセサリ、電源ケーブル、ライセンス、その他

冗長可能な電源、ファン。サ

ジュール

バと同様の背面ポート ケーブリング 面から背面へのエア フロー

FC＋Ethernet
 ・4ポート10GbE/FCoE/DCE
 ・4ポート1/2/4G FC

56 ポートL2スイッチ
 ・40固定ポート10GE/FCoE/DCE
 ・2拡張モジュール

前面

背面

28 ポートL2スイッチ
 ・20固定ポート10GE/FCoE/DCE
 ・2拡張モジュール

Ethernet
 ・6ポート10GE/FCoE/DCE

Fibre Channel
 ・8ポート1/2/4G FC
 ・6ポート1/2/4/8G FC

■ Nexus 5020 ■ Nexus 5010

co Nexus 5000デ タセンタ  ス

Nexus 5020
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Cisco Nexus Data Center Switch Family

Cisco Nexus 2000シリーズ Fabric Extender（FEX）

Nexus 7000 FEX サポート

Cisco Nexus 2000シリーズ Fabric Extenderはデータセン
ターのアーキテクチャおよび運用をシンプルにし、より迅速なビジネ
スやアプリケーションの展開を可能とします。Cisco Nexus 2000
シリーズ Fabric Extenderを上位の Cisco Nexus 7000/5000
のリモート ラインカードとして動作させることで、現在多数展開され
ているギガビット イーサネットを効率的かつ廉価に収容できるよう
になります。また、仮想マシン対応、ユニファイド ファブリック、IEEE 
Data Center Bridgeをサポートする10ギガビット イーサネット 
スイッチへの移行を容易にします。

また、Cisco Nexus 2000シリーズ Fabric ExtenderはCisco 
Nexus 7000/5000のリモート ラインカードのように振る舞うた
め、ネットワークやセキュリティの設定、管理はすべて中央のCisco 

Nexus 7000/5000で行うことができるようになります。OSの
アップグレードなども中央のCisco Nexus 7000/5000だけで
済みます。

初期投資金額が少なく、短いケーブルでラック内のサーバを収容で
きる「Top of Rackスイッチ」のメリットと、管理箇所が少なく運用・
管理が容易である「End of Rowスイッチ」のメリットの両方を同時
に実現できます。

また、Cisco Nexus 2000シリーズ Fabric ExtenderはCisco 
Nexus 7000/5000の組み合わせはスパニング ツリー プロトコ
ルを必要としないため、仮想化に最適なフラットな L2ネットワーク
を容易に作ることが可能となります。

アベイラビリティと信頼性

NX-OS 5.1よりNexus 7000においてFEX接続がサポートされます。FEX接続をサポートする I/OモジュールはM1 32ポート
10GEモジュール（XL/Non-XL）で、Nexus 2248の接続が FEX接続可能です。1 台のNexus 7000でサポートされるFEX接続は最
大で 32台（NX-OS 5.1）となり、実に 1536もの 1 ギガビット イーサネットを収容できます。設定・管理・ソフトウェアのアップグレードは
Nexus 7000上のみで行われ、高機能なサーバ接続が要求されるデータセンターにおいて、大幅な TCOの削減を約束します。

NX-OS 5.1リリースでサポートされるNexus7000 FEXのサーバ
収容。構成は 3種類。

※サーバからの vPC接続は今後リリースされるNX-OSによってサポートされる予定です。

 ・ シングルホーム接続
 ・ デュアルホーム接続（Active/Standby）
 ・ Nexus 1000Vによるデュアルホーム接続（Active/Active）

■ Nexus 7000 FEX接続構成

Nexus 5000
Nexus 5000

Virtualized Chassis

Fabric Extender（FEX）

Nexus 5000 Fabric Extender（FEX）
Fabric ExtenderはCisco Nexus 5000のリモート ラインカー
ドとして認識されNexus 5000とFabric Extender全体で、1つ
の筐体のように振る舞い、仮想的なファブリックシステム（Virtual 
Fabric System）を形成します。

active standby active active

N1K
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Cisco Nexus 2000 シリーズの製品ラインナップは、100M または 1G の RJ-45 接続に対応する Nexus 2224/2248TP、ハイエンド 
サーバ収容に適した 10GESFP+ 対応の Nexus 2232PP があり、それぞれのラックごとに異なるサーバ収容のニーズに細やかに応えます。

Cisco Nexus 2000 シリーズ 製品ラインナップ

※ Nexus 7000 シリーズでの FEX 接続は Cisco Nexus 7000 シリーズ 32 ポート 10Gigabit Ethernet モジュール （non-XL、XLとも）にてサポートされます。32 ポート 1/10G F1 モジュールは FEX 
接続をサポートしません。

※将来的には Nexus 7000 シリーズにおいて Nexus 2232PP および Nexus 2224TP もサポートされる予定です。

サーバ ポート数 32 ポート 1/10GE

アップリンク ポート数 8 ポート 10GE

ハードウェア フォワーディング 800Gbps（全二重）/595Mpps

サポートされる親スイッチ Cisco Nexus 5000 シリーズ

■ Nexus 2232PP

サーバ ポート数 48 ポート 100BaseT/1000Base-T

アップリンク ポート数 4 ポート 10GE

ハードウェア フォワーディング 176Gbps（全二重）/131Mpps

サポートされる親スイッチ Cisco Nexus 5000 シリーズ
Cisco Nexus 7000 シリーズ

■ Nexus 2248TP

サーバ ポート数 24 ポート 100BaseT/1000Base-T

アップリンク ポート数 2 ポート 10GE

ハードウェア フォワーディング 88Gbps（全二重）/65Mpps

サポートされる親スイッチ Cisco Nexus 5000 シリーズ

■ Nexus 2224TP

サーバ ポート数 48 ポート /1000Base-T

アップリンク ポート数 4 ポート 10GE

ハードウェア フォワーディング 176Gbps（全二重）/131Mpps

サポートされる親スイッチ Cisco Nexus 5000 シリーズ

■ Nexus 2148T

※ Nexus 7000 シリーズでの FEX 接続は Cisco Nexus 7000 シリーズ 32 ポート 10Gigabit Ethe
接続をサポートしません。

将来的 000 ズ 2232 び 222 ポ
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Cisco Nexus Data Center Switch Family

Cisco Nexus 2000シリーズ Fabric Extender（FEX）標準構成

Cisco Nexus 2000シリーズの筐体には、1つの電源、ファン モジュール、およびアクセサリ キットが初めから含まれています。また、
Cisco Nexus 2000シリーズ自体にOSは付属されず、上位のスイッチ、Nexus 5000シリーズのOSにバンドルされる形になります。
Nexus 2232PPにおいては FCoE接続がサポートされています。

参考構成

製品型番 製品名 数量

N2K-C2248T-1GE Cisco Nexus 2000 Series 1GE Fabric Extender、2PS、1 Fan Module、
48×100/1000T＋4×10GE（req SFP＋） 1

SFP-H10GB-CU5M（＝） 10GBASE-CU SFP＋ ケーブル 5メートル 4

N2K-C2148T-FAN＝ Cisco Nexus 2000 FEX 1GE Fan Module, spare 1

アクセサリ、電源ケーブル、ライセンス、その他

サーバと同様の背面ポート ケーブリング、前面から背面へのエア フロー

■ Nexus 2248TP

前面

背面

冗長可能な電源とファン

ステータス
LEDs

48×100/1000 Base-T 4×10GE
アップリンク
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Cisco Nexus 4000シリーズ ブレード スイッチ

Cisco Nexus 4000のすべてのポートは、ギガビット イーサネットと10ギガビット イーサネットの両方の自動ネゴシエーションを
サポートし、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）をサポートし、さらに IEEE の Data Center Bridging（DCB）仕様に完全に
準拠しています。
Cisco Nexus 4000スイッチの主な 4つの利点は次のとおりです。

Cisco Nexus 4000シリーズ ブレード スイッチは、Cisco Nexusファミリの利点をブレード サー
バにまで拡大します。Cisco Data Business Advantageネットワーク基盤の一部であるCisco 
Nexus 4000シリーズは、ブレード サーバ システム構築におけるさまざまな問題を解決します。

 ・ 単一シャーシ内のスイッチとケーブル数の増加
 ・ 仮想マシン モビリティへの要求
 ・ 必要帯域の増加
 ・ 電力増加

ブレード サーバでCisco Nexus 4000を使用してユニファイド ファブリッ
クを展開すると、スイッチ、ネットワーク インターフェイス カードの数、および
所要電力を削減できます。

■ TCOの低減：

Cisco Nexus 4000はユニファイド スイッチASICをベースに設計され
た、ラインレートで動作する低遅延10ギガビット イーサネット スイッチです。

■ 高いパフォーマンス：

TCO（Total Cost of Ownership）削減

Cisco Nexus 4000を使用してユニファイド ファブリックを展開すること
でサーバ インターフェイスが統合され、ケーブル配線が簡素化されることに
よってVMモビリティが向上します。

■ サーバ仮想化対応の強化：

Cisco Nexus 4000はNX-OSをブレード サーバ アクセスにまで拡張し、
データセンター全体に単一のモジュール型オペレーティング システムを提
供します。

■ 復元力の向上： 

LAN SAN A SAN B LAN SAN A SAN B

Enhanced Ethernet and FCoE Ethernet FC

既存のブレード サーバ環境での LAN & SAN Nexus 4000でユニファイド I/Oを実現
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Nexus 4001Iスイッチ モジュール

Cisco Nexus 4000シリーズ ブレード スイッチは、まず第一弾として
IBM BladeCenterの Hシャーシおよび HTシャーシ向けブレード 
スイッチ ソリューションを提供します。Cisco Nexus 4001Iは、IBM 
BladeCenter HシャーシまたはHTシャーシの高速スロット（HSS）に
挿入されます。Cisco BladeCenter HシャーシおよびHTシャーシは、1
つのシャーシにつき最大 4枚のCisco Nexus 4001Iスイッチをサポート
するように設計されています。

■ 14ダウンリンク& 6アップリンク10Gポート
■ デュアル モード ダウンリンク ポート（サーバへ 1G / 10G）
■ RJ-45管理インターフェイス
■ RS-232コンソール ポート
■ IBM BladeCenter Hのハイ スピードスロット
■ シャーシごとに最大 4つの 4001I

製品型番 説明

SFP-10G-LR 10GBASE-LR SFP＋ モジュール（シングルモード ファイバ（SMF））

SFP-10G-SR 10GBASE-SR SFP＋ モジュール（マルチモード ファイバ（MMF））

SFP-H10GB-CU1M 10GBASE-CU SFP＋ ケーブル 1 m（Twinaxケーブル）

SFP-H10GB-CU3M 10GBASE-CU SFP＋ ケーブル 3 m（Twinaxケーブル）

SFP-H10GB-CU5M 10GBASE-CU SFP＋ ケーブル 5 m（Twinaxケーブル）

GLC-T 1000BASE-T SFP

GLC-SX-MM GE SFP、LCコネクタSXトランシーバ（MMF）

GLC-LH-SM GE SFP、LCコネクタLX/LHトランシーバ（SMF）

 ・ 14ポートの固定 10ギガビット イーサネット サーバ接続ダウンリンク
（自動検知式ポートを装備、ギガビット イーサネット モードでも動作可能）

 ・ 6ポートの固定 10ギガビット イーサネットSmall Form-Factor Pluggable 
Plus（SFP+）、アップリンク（自動検知式ポートを装備、ギガビット イーサネット 
モードでも動作可能）

 ・ 3ポートの管理インターフェイス：
外部 10/100/1000BASE-Tポート（mgmt 0）が 1ポート、
高度な管理モジュール（AMM）接続用内部ポート（mgmt 1）が 1ポート、
インターフェイスVLAN機能を使用したインバンド管理インターフェイスが 1ポート

 ・ 1ポートのRS-232シリアル コンソール ポート

■ 構成

Cisco Nexus 4001Iは、Cisco 10GBASE Small Form-Factor Pluggable Plus（SFP＋）モジュールを組み合わせることで、さま
ざまな 10ギガビット イーサネット接続オプションに対応します。ラック内または隣接ラックとのケーブル配線用として、SFP＋ 直接接続 10
ギガビット イーサネット銅ケーブルをサポートします。これは、トランシーバとTwinaxケーブルを統合した、エネルギー効率が高く低コスト
の革新的なソリューションです。また、長いケーブルの配線用として、マルチモードおよびシングルモードのオプティカルSFP＋ トランシーバ
をサポートします。

■ トランシーバおよびケーブルのオプション

10Gアップリンク ポート

管理インターフェイス

イジェクター ハンドル

コンソール
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Cisco Nexus 1000V仮想マシン アクセス スイッチは、VMware ESX環境用に実装されたインテリジェント ソフトウェア スイッチです。
VMware ESXハイパーバイザの内部で実行されるCisco Nexus 1000Vは、Cisco VN-Linkサーバ仮想化テクノロジーをサポート
します。

データセンターにサーバ仮想化を導入した場合、通常、仮想サーバは物理サーバとは異なる方法で管理されます。サーバ仮想化は特殊な展
開として扱われるため、展開にかかる時間が長く、サーバ、ネットワーク、ストレージ、セキュリティそれぞれの管理者間の高度な連携が必要
です。しかし、Cisco Nexusファミリの他の製品と同様にNX-OSを採用したCisco Nexus 1000Vを使用すると、VM（仮想マシン）か
らアクセス スイッチ、アグリゲーション スイッチ、およびコア スイッチに至る経路全体で、一貫性のあるネットワーキング フィーチャ セットと
プロビジョニング プロセスを実現できます。仮想サーバに対して、物理サーバと同じネットワーク構成、セキュリティ ポリシー、ツール、および
運用モデルを適用できます。仮想化の管理者は、ネットワーク管理者によってあらかじめ定義されたネットワーク ポリシーを活用できるの
で、仮想マシンの管理に集中することができます。この包括的な一連の機能により、サーバ仮想化の展開にかかる時間を短縮し、サーバ仮想
化の利点を短期間で実現することが可能です。

Cisco Nexus 1000Vスイッチには 2つの主要コンポーネントがあります。1つはVirtual Ethernet Module（VEM）で、ハイパーバイ
ザの内部で実行されます。もう1つは外部のVirtual Supervisor Module（VSM）で、VEMを管理します。

VN-Linkネットワーク サービス ソフトウェア ソリューション
Cisco Nexus 1000V Virtual Switch

Cisco Nexus 1000V Virtual Ethernet Moduleは、VMware ESXまたは ESXiカーネルの一部として実行され、VMware Virtual Switchの機能
を代わりに実行します。VEMは、シスコとVMwareが共同開発したVMware vNetwork Distributed Switch APIを利用して、仮想マシンに高度なネッ
トワーク機能を提供します。このような高レベルの統合により、Cisco Nexus 1000Vは、VMware VMotionやDistributed Resource Scheduler
（DRS）などのすべてのサーバ仮想化イベントを完全に認識することができます。VEMはVirtual Supervisor Moduleから構成情報を取得し、次のよう
な高度なスイッチ機能を実行します。

QoS：
セキュリティ：プライベートVLAN、アクセス コントロール リスト、Cisco TrustSecアーキテクチャ
監視：NetFlow、SPAN、ERSPAN

■ Virtual Ethernet Module

Cisco Nexus 1000V Virtual Supervisor Moduleは、複数のVEMを1つの論理モジュラ スイッチとして制御します。Virtual Supervisor Module
は、物理的なライン カード モジュールの代わりに、サーバ内部のソフトウェアで実行されるVEMをサポートします。構成はVirtual Supervisor Module
を通して実行され、自動的にVEMに伝達されます。管理者がハイパーバイザ内部のソフトスイッチを構成する際は、ホストごとに作業するのではなく、構成を
定義してから、Virtual Supervisor Moduleで管理しているすべてのVEMに対して適用することで、すぐにその構成を使用できます。

■ Virtual Supervisor Module

VMW ESX

VEM

サーバ 3
VM
#12

VM
#11

VM
#10

VM
#9

VMW ESX

VEM

サーバ 1
VM
#4

VM
#3

VM
#2

VM
#1

VMW ESX

VEM

Virtual
Center 

Nexus 1000V

VSM

サーバ 2
VM
#8

VM
#7

VM
#6

VM
#5

Virtual Ethernet Module（VEM）
・ 既存の vSwitchから置き換え
・ Hypervisor上でよりアドバンスな
スイッチング機能を
・ 仮想マシンごとのスイッチ ポート、セキュリティ、
ネットワーク ポリシー

Virtual Supervisor Module（VSM）
・ NX-OSが稼働
・ Nexus 1000Vは他のNexusと同じ

CLIでの設定が可能
・ 複数のVEMを1つの
ネットワーク デバイスとしてコントロール可能

Cisco Nexus 1000VはVMworld 2008において
NewTechnologyカテゴリでアワードを受賞しました。
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多様な選択肢が選べるNexus 1000Vの展開シナリオ

Cisco Nexus 1000Vは、ラック サーバ、ブレード サーバといった
あらゆる種類のサーバと連携可能です。また、ブレード スイッチ、
ラック スイッチ、モジュラタイプのスイッチとどのタイプのスイッチが
アップストリームに来ても連携可能で、1Gbps、10Gbpsと任意の
速度で動作させることができます。Nexus 1000V VSMは仮想ア
プライアンスとしてVMとしての展開、あるいは、物理アプライアン
スとしての展開が可能です。物理アプライアンスは、その筺体内に 4
つのVSMを持つことができます。また、Network Analysis 
Module（NAM）を仮想的なモジュールとして持つことも可能にな
る予定です。

VMware Virtual Centerの内部では、VMは従来と同じように
構成されます。Virtual Centerでネットワーク構成を定義するので
はなく、Cisco Nexus 1000V Supervisorで定義されたポート 
プロファイルが Virtual Center内でポート グループとして表示さ
れます。仮想化の管理者は、事前に構成したポート グループを使用
でき、VMの管理に集中できます。

Cisco Nexusファミリの他の製品と同様に、Cisco Nexus 1000V
も、Cisco Data Center Network Managerの包括的なツール
を使用して管理できます。

ハードウェア ベースのソリューションでは、シスコとVMwareとが協同で開発して IEEEに提出している、新しい標準ベースの仮想ネット
ワーキング プロトコルをサポートするスイッチでサポートされます。従来のハードウェア スイッチはどのパケットがどのVM（仮想マシン）か
ら来ているのかを判断できないため、セキュリティなどのポリシーをVMごとに付与するのが困難です。シスコのVN-Linkソリューションを
使用すると、VMのVnicごとにタグを付与することにより、ハードウェア スイッチのほうでどのVMからトラフィックが来ているのか認識す
ることが可能になります。タグは、ソフトウェアあるいはハードウェアのイニシエータによって付与されます。

VN-Linkネットワーク サービス ハードウェア ソリューション
Cisco Nexus 5000 with VN-Link

ブレード サーバ

ラック サーバ

Virtual
Center 

Nexus 1000V

VSM

VMW ESX

VM
#4

VM
#3

VM
#1

VM
#2

サーバ

Nexus 5000

イニシエータ

or

VSM
物理アプライアンス
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サーバが仮想化されていない環境では、SANサービスは、物理サー
バごとにアドレスを割り振り、物理サーバごとにストレージへのアク
セスを提供すれば問題ありませんでした。また、構成は何台かのサー
バが 1つのストレージをシェアするN対 1でした。

仮想マシン（VM）をデータセンターで導入した場合、このルールは
変わります。SANサービスは、仮想サーバ単位でアドレスを割り振
り、仮想サーバごとにストレージへのアクセスを提供する必要性が
出てきます。また、VM環境では、複数、物理サーバをクラスタ（通常
32台程度のクラスタ）を組み、複数のストレージをシェアするN対
Mのメッシュ型の構成へと移行していきます（右図）。

また、VMを導入する環境ではブレード タイプのサーバが使用され
るケースが増えてきます。そのため、ブレード サーバ使用時に最適化
された機能が要求されます。

VN-Linkストレージ サービスは、そういった仮想化されたときに直面する変化に対応するための機能を提供します。VN-Linkストレージ 
サービスは仮想化された環境で必要なサービスの総称で、実際はNPIVなど以下で紹介するいくつかの機能の集まりです。
＊一部機能は、Nexusでも現在提供中です。

Cisco MDSファミリで実現する＊

VN-Linkストレージ サービス

物理サーバ内にある個別の仮想マシンを、SANやストレージからみて個別に認識させるためには、仮想マシンごとの ID、アドレスが必要で
す。N-Port ID Virtualization（NPIV）というファイバ チャネル プロトコルの機能を使用すると、仮想サーバごとにユニークな ID、アドレス
を付与することができるようになります。NPIVは、仮想的なHost Bus Adaptor（HBA）を各仮想マシンごとに用意し、それぞれにユニー
クな Fibre Channel ID（FCID）を割り当てることを可能にします。また、この IDは仮想マシンが別の物理サーバに移動しても使い続ける
ことができます。NPIVはANSIT11で標準化されている機能になります。

■ 仮想マシンごとのアドレッシング（NPIV）

仮想マシンごとにユニークな IDを割り当てることが可能になれば、
従来どおり仮想マシンごとにゾーニングなどのセキュリティやQoS
などの機能が可能になります。さらには、FC-Ping などのトラブル
シュート、FabricManager を用いたパフォーマンス モニターが仮
想マシン単位で可能になります。

■ 仮想マシンごとのセキュリティ、QoS

NPIVを使用すると、仮想マシンごとのゾーニングが可能になりま
す。しかし、仮想化されたN対Mのメッシュの環境では、ゾーンの
設計が非常に複雑になり、（アクセス コントロール リストのような仕
組みである）ゾーニングによるSANファブリックの管理、設計は非
常に困難となってきます。またゾーニングの設定変更を行うとN対
Mすべてのサービスが中断するため、ゾーンニングによる設定変更
は事実上不可能です。

そこで、仮想マシンごとのVSANが重要になってきます。最初から、
各仮想マシンをVSANを使用して論理的に別のファブリックに収
容することで複雑な設計・設定が軽減されます。また、設定変更を
行っても他のVSANにまったく影響を与えないため、より柔軟な運
用を実現することが可能になります。

■ 仮想環境ではゾーニングでのアクセス制御はほぼ不可能に

Traffic Pattern：32-Node Hypervisor Cluster
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仮想サーバごとのVSAN割り当て（F-Portトランク）

仮想マシンごとのVSANは、VSAN、NPIVとF-Port トランク機
能との組み合わせによって実現されます。

もともと、E-Port間を ISLトランクすることにより複数 VSAN情
報をSANスイッチ間で伝達していました。F-Portトランクの機能
により、SANスイッチ間だけではなく、SANスイッチとサーバの間
で、複数 VSAN情報を伝達することが可能になります。
また、F-Portトランクは下記のNPVとの併用も可能です。

サーバ、ストレージ間の信頼性の確保（F-Portチャネル）

F-Portトランク同様、従来より、E-Port間で ISLチャネルを組む
ことでSANスイッチ間の冗長性と帯域増強が可能です。この
F-Portチャネル機能を使用することにより、SANスイッチ間だけで
なく、SANスイッチとサーバの間でチャネルを組むことが可能にな
ります。サーバの仮想化でサーバ、SANスイッチ間でより信頼性と
帯域が求められる中、最適なソリューションです。
また、F-Portチャネルは下記のNPVとの併用も可能です。

ブレードおよびラック サーバ環境で
I/Oの仮想化（FlexAttach）

NPVに加えて、FlexAttachの機能を使用すると、ブレード 
サーバ環境および、ラック サーバ環境での I/Oの仮想化を実現
できます。

FlexAttachの機能を使用すると、新たにブレード サーバをエン
クロージャに挿し込んだり、もともとあったブレード サーバをエン
クロージャから挿抜したとしても、ブレードFCスイッチのほうで
設定の変更がまったく必要なくなります。これはブレード サーバ
を1エンクロージャの中だけでなく違うエンクロージャに移した
としても同様です。

もちろん、エンクロージャを買ったばかり、なにもブレード サーバ
が挿さっていない状態で、ブレードFCスイッチに FlexAttach
の設定をして置くことも可能です。これによりSANの設定をまっ
たく気にせずにサーバ管理者はブレードを追加できます。

ブレード サーバ環境をスケールさせる（NPV）

N-Port Virtualizer（NPV）は、NPIVの拡張機能で、ブレード用の FCスイッチや、FCラック スイッチを、NPIV機能を持ったHBAのよ
うに振る舞わせることができます。これによりブレード環境におけるSANの管理を簡素化します。また、HBAとして振る舞うためドメイン
IDの消費を防ぐことができます。
実際、ブレードなどのサーバの密度が高い環境では、多くのSANスイッチを使用する必要があります。SANスイッチを1つ使用するとドメ
イン IDという IDを1つ消費します。ドメイン IDは、論理的にはファブリックごと（VSANごと）に256まで持つことが可能ですが、実際は、
50以下の数しかストレージ ベンダーではサポートされません。
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